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土
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日（
日
）

主催：苫小牧市美術博物館

協力：ＮＰＯ法人樽前 artyプラス

後援：苫小牧信用金庫、
　　　北海道新聞苫小牧支社、
　　　株式会社苫小牧民報社、株式会社三星
　　　北海道新幹線×nittan 地域戦略会議

休館日 月曜日
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開館時間 9：30～17：00
※最終入場は閉館の30分前まで

場所 苫小牧市美術博物館
北海道苫小牧市末広町3丁目9番7号

観覧料 一般  300（240）円
高大生  200（140）円
小中学生以下無料
※（　）内は10 名以上の団体料金　※年間観覧券による観覧可能
※免除申請についてはお問い合わせください　※併せて中庭展示、常設展示もご覧いただけます 是恒さくら《鯨寄る浜「顎骨とトドクサ」》（部分） 2021年

〜 

結
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化
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企画展



▶ アーティストトーク

バス： 苫小牧駅南口より、のりば①から「24番」「30番」「札幌駅前行」「郊外線（静内行、平取行）」、の
りば②から「21番」、のりば③から「13番」「14番」に乗り、「出光カルチャーパーク」で下車（所要時
間約 5分、料金 210 円）、下車後徒歩約 5分 。
自家用車：国道 276 号（支笏湖通）と国道 36号の交差点（「苫小牧信用金庫中野支店」かど）を港方
向へ曲がり、交差点の次の信号を右折。出光カルチャーパーク内に駐車場（料金無料、約 50台駐車
可）があります。

【愛称：あみゅー】

こだまみわこ《置いてけぼりの楽園》 2019 年 是恒さくら《鯨寄る浜「椎骨とハマナス」》（部分） 2021年

アクセス
関連イベント

苫小牧市美術博物館
www.facebook.com/tomakomai.museum @tomakomai_amyu

https://www.city.tomakomai.hokkaido.jp/hakubutsukan  →

〒053-0011
北海道苫小牧市末広町3丁目9番7号
Tel.0144-35-2550 / Fax.0144-34-0408《感染症拡大防止のお願い》

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、入場の制限等を行う可能性があります。
　来館前に最新情報をご確認ください。
・ご来館の際には手指の消毒、マスクの着用など、感染症対策にご協力をお願いします。

出品作家による展示解説をおこないます。 ※展示室への入場はありません

［日時］2022 年1月15日（土）　 13：30～15：30
［場所］当館研修室　　［講師］本展出品作家
［対象］一般 50 名　　［参加料］無料　※申込不要、直接会場へ。

▶ 担当学芸員による展示解説
学芸員が本展の作品解説をおこないます。 ※展示室への入場はありません

［日時］2022 年 2月20日（日）　 14：00～14：45
［場所］当館研修室　　［講師］当館学芸員
［対象］一般 50 名　　［参加料］無料　※申込不要、直接会場へ。

●

●

こだまみわこ
版画家

1963年北見市生まれ、平取町在住。1987年武
蔵野美術大学大学院修士課程修了。1991年より
日高地方の西端に位置する平取町に移住。廃校
となった町内の旧川向小学校を「沙流川アート
館」として制作と展示活動を行っている。沙流川
周辺の土地で感じた音や気配などに着想を得た
作品をはじめ、北方民族をテーマにした素朴で
味わい深い木版画を制作。自らの心像や主観に
基づくものの見え方の尊重を念頭に置き、時間軸
や遠近法、再現性にとらわれない独自性の高い
表現を探求している。2015年第21回鹿沼市立川
上澄生美術館木版画大賞展 大賞受賞。

是恒さくら
これつね・さくら
美術家

1986年広島県生まれ、苫小牧市在住。2010 年
アラスカ大学フェアバンクス校卒業。2017年東北
芸術工科大学大学院修士課程地域デザイン研究
領域修了。2018年～2021年、東北大学東北アジ
ア研究センター学術研究員。アラスカや東北・北
海道各地の捕鯨、狩猟文化、海の精神文化につ
いてフィールドワークと採話を行い、リトルプレス
や刺しゅう、造形作品として発表。2019年に市内
のアートイベント「樽前 arty」に参加し、苫小牧
の土地に想を得た作品を出品。本展開催に際して、
NPO 法人樽前 artyプラスと共に「タルマイ浜編
集部」を立ち上げる。2021年苫小牧市へ移住。

佐藤祐治
さとう・ゆうじ
写真家

1975年伊達市生まれ、札幌市在住。2001年日本
大学通信教育部哲学専攻卒業。2008年より、「メ
タ佐藤」名義で写真活動を始める。「写真」の
内外を写真自体により再定義することで、写真固
有の特性の表出を試みる。景色の美しさに内在
する、被写体と視点の関係性を探求し、近年は
北海道の近代史を背景に、「雨乞い」、「龍神伝説」
といった土着の信仰にまつわるテーマを追求。
認識と経験の関係性について問いかける写真作
品を制作している。あわせて、モノクロ写真を
AI（人工知能）によって色付けするシリーズ「愛
のカラー写真」も手掛ける。

山脇克彦
やまわき・かつひこ
構造家

1968 年奈良県出身、大阪市生まれ。札幌市在住。
1992年神戸大学院環境計画学科修士課程修了。
2015年に山脇克彦建築構造設計設立。苫小牧信
用金庫 まちなか交流館（2011年・設計：北海道
日建設計）、当麻町役場（2018年）、北海道大学
医学部百年記念館（2019年／札幌市）など、風
土に根差した木造空間を実現。ウポポイ国立民
族共生公園 体験交流ホール（2019 年／白老町）、
夕張市清水沢都市拠点複合施設 りすた（2020年）
のほか、苫小牧市在住の彫刻家 藤沢レオの《場
の彫刻―大柱》（2018年）の構造設計も手掛ける。
2018年日本構造デザイン賞受賞。

佐藤祐治《見えない水が立つ》2021年 山脇克彦《ウポポイ 国立民族共生公園 体験交流ホール（アイヌ語施設名：ウエカリ チセ）》模型 2018年

（詳細は直接お問い合わせいただくか、当館公式 HPをご覧下さい。）
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